
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 編 
地域別構想編 

 

全体構想の趣旨を受け地域の特色あるまちづくりを進

めるために具体的なまちづくりの方針を示したものです。 

北、中央、南、東、声問、富士見と稚内全域を６地域

に区分し各地域の特色にあわせた構想を設定しました。 

 

 

 

 

 

 



 



 
1 地域別構想 

43 
 

  1         地域別構想 

地区一覧 
 
 
1．北地区 

 
 

2．中央地区 
 
 

3．南地区 
 
 

4．東地区 
 
 

5．声問地区 
 
 

6．富士見地区 
 
 

図 2-1. 地区区分 
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1 北地区 

地区の概要 
北地区は、稚内市街地の中でも最も古い地域の一つです。 

ノシャップ岬からは、美しい夕日をはじめ、利尻、礼文、サハリンの島影と日本最北の地

である宗谷岬などを一望できる稚内を代表する観光拠点の一つであり、ノシャップ寒流水族

館や青少年科学館とあわせて、夏季は多くの賑わいが見られます。 

また、パークゴルフ場、市体育館などの気軽にスポーツを楽しむことのできる施設も立地

しています。 

一方で、裏山の丘陵地と海岸に挟まれた細長い地形をしており、狭い道路や、行き止まり

道路が多いうえに、古い木造家屋が密集しており、除雪が困難で、火災などの際には延焼な

どの危険性が高い地域でもあります。 

今後は、観光地としての通年にわたる賑わいの確保と、老朽化が進んでいる各施設のあり

方が課題であり、さらに、生活道路の改善を中心とした住環境整備も必要な地域です。 

（1）基本的な考え方 
稚内ならではの自然に恵まれた景観や、海と親しむことを活かした魅力ある観光拠点づく

りと、既存施設の統廃合や有効活用を進め、中心市街地に近い利便性を活かしたまちづくり

を進めます。 

（2）具体的な事業など 
① ノシャップ岬周辺の環境整備 

・ノシャップ寒流水族館・青少年科学館のあり方の検討 

・ノシャップ公園の整備 

・周辺施設と連携した散策路などの整備 

・空き地の利活用の検討 

・漁業体験のイベント開催 

 

② スポーツ施設等の整備 

・スポーツ施設のあり方の検討 

・防災機能も備えた都市公園＊の整備 

 

③ 住環境の整備 

・狭あい道路＊や行き止まり道路の改善 

 

④ 公共施設の整備 

・稚内中学校の移転に伴う跡地利活用の検討 

・中央小学校周辺の公共施設の再編に向けた検討 
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図 2-2. 北地区 
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2 中央地区 
地区の概要 

古くから稚内の中心市街地として栄えてきた地域ですが、近年は、人口減少や少子高齢化の

影響を受けて、商業の衰退などにより、空き地や空き店舗が目立ち、空洞化が進んできていま

す。 

このことから、かつての賑わいを取り戻すため、多くの人々が訪れる海の玄関口として「北

防波堤ドーム公園」や「国内・国際フェリーターミナル」の整備、第一副港の商業施設整備に

加え、ＪＲ稚内駅周辺地区再開発による「キタカラ」の整備など、各拠点となる施設整備が進

められました。 

今後は、「マチ」と「みなと」が連携した賑わいの創出にむけて、各拠点となる施設を活用

しながら、官民連携による商業の活性化や住環境の整備など、総合的に活性化を図ることが必

要です。 

また、新庁舎の建設に向けて、庁内のＬＥＤ化など環境に配慮した庁舎建設の検討が進めら

れ、建物のＺＥＢ化＊を目指します。 

（1）基本的な考え方 
「マチ」と「みなと」が一体となって、多くの人が行き交い、まちなかの利便性を活かした

住環境の整備や再生可能エネルギー＊の導入検討とあわせて、人と環境にやさしく賑わいのあ

る中心市街地づくりを進めます。 

（2）具体的な事業など 
① エネルギーネットワークの構築 

・自立分散型＊のエネルギーネットワークの検討 

② 稚内公園の整備 

・氷雪の門周辺、百年記念塔、こどもの国跡など、それぞれがもつ特性を活かした整備の

推進 

・フットパス＊ルートの環境整備 

③ 中央地区の活性化 

・空き地・空き家の有効利用 

・まちなか居住の推進 

・中心市街地地区の動線整備の検討 

（北防波堤ドーム、キタカラ、旧瀬戸邸、副港市場、港を結ぶ周遊動線） 

・第 3期マリンタウンプロジェクト＊の推進 

（北ふ頭のクルーズ船対応岸壁の整備など） 

・商業活性化の検討 

（空き店舗の活用、空き地対策、商業施設の整備） 

・既存施設を活用した官民連携による賑わいづくりの推進 

（拠点施設と商店街及び公共施設のネットワーク形成、観光機能の強化） 

・市庁舎の建設、周辺環境整備（緑化の推進） 

・公共公益施設の集約の検討（用途地域＊見直しの検討） 
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④ 中央地区の住環境整備 

・商業地域の一部について、住環境を保全するため、住居系用途への見直しを検討 

・歩いて暮らせるまちづくりの検討 

・国道 40 号や主要道道稚内天塩線の無電柱化の推進 

⑤ 中央地区の交通環境の整備 

・港 3条通（都市計画道路＊ 3･3･4 文化通）の跨線橋＊の改修等の検討 

・公共交通機関（バス等）の利用促進 

⑥ 歴史文化を活かしたまちづくり 

・稚内の歴史文化資産を保全、活用したまちづくりの検討 

（旧瀬戸邸、稚内港北防波堤ドームなど） 

⑦ サハリン物流関連商業施設整備誘導 

・サハリン、欧州、北東アジア関連の業務施設立地に対する行政の支援誘導 

・商店街の活性化に向けた支援の検討 

図 2-3. 中央地区 
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3 南地区 
地区の概要 

南地区は、ＪＲ南稚内駅周辺を中心として、港湾地区と昭和 50 年代以降の活発な開発に

より形成された低中層の住宅地で構成されています。 

ＪＲ南稚内駅周辺は、賑わいのある繁華街が形成され、また、幹線道路＊沿道には大型商

業施設が立地し、補助幹線道路＊沿道には小規模店舗や金融機関が立地しており、日常生活

のために必要な一定程度の機能が備わっています。一方で、丘陵地に造成された住宅地等で

は、冬期間の接続道路の確保が課題となっていることや、公共施設の老朽化も目立ち始めて

います。 

今後は、中央地区（中心市街地）と東地区（主要国道交差部周辺）の各拠点形成との連携

を図り、コンパクト＊な市街地形成を目指すこととしており、良好な住環境の保全とあわせ

て、既存施設や空き地の活用を図りながら、地区の特性を活かしたまちづくりを進める必要

があります。 

 

（1）基本的な考え方 
公共施設の再構築を図りながら、地域コミュニティ＊の場の創出や子育て支援などにより

定住化を促進し、中央地区や東地区と連携した拠点づくりを進めます。 

 

（2）具体的な事業など 
① 南地区の活性化 

・空き地等の有効活用の検討 

・みどりスポーツパークの利活用の推進 

 

② 南地区の住環境及び交通環境の整備 

・図書館への動線整備 

・こまどり病院の療養型病院としての利活用 

・緑・富岡環状通整備の推進 

 

③ 水害に強いまちづくり 

・クサンル川等の河川改修の促進 

 

④ クルーズ船の受入及び物流拠点機能の高度化 

・航路、泊地の浚渫など、大型船が入港可能な港湾施設の整備 
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図 2-4. 南地区 
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4 東地区 

地区の概要 
東地区は、主要幹線道路＊である、国道 40 号と国道 238 号が配置されており、市街地のそ

れぞれ南・東の玄関口に位置しています。 

両国道の入口部分及び沿道には、交通の利便性を活かした、工業・流通施設や沿道サービ

ス施設が立地し、市内はもとより近隣の町村からも利用される広域的な性質を持っているほ

か、学校、医療機関、スポーツ施設なども充実しています。 

今後は、国道 40 号を中心に東西に広がる良好な住環境の保全を図りながら、空き地や空

き店舗の活用など適正な沿道土地利用＊を誘導し、中央地区（中心市街地）と南地区（ＪＲ

南稚内駅周辺）の各拠点形成との連携を図り、将来のコンパクト＊な市街地を目指すための

地区の特性を活かしたまちづくりを進める必要があります。 

 

（1）基本的な考え方 
学校、医療機関、スポーツ施設、商業施設などの充実した施設を活かし、地域の住民や近

隣町村の住民が憩うことのできる拠点づくりを進めます。 

 

（2）具体的な事業など 
① 東地区の住環境及び交通環境の整備 

・緑・富岡環状通整備の推進 

 

② 文教地区としてのあり方の検討 

・幼稚園・保育所、小・中学校、高校、大学のある文教地区としてのあり方の検討 

・稚内北星学園大学の活用の推進 

・稚内市生涯学習総合支援センター（風～る）の利活用の推進 

 

③ サハリン物流関連整備及び物流拠点機能の高度化 

・サハリンプロジェクト＊等港湾開発地域の設定 

・サハリン関連の業務施設立地に対する支援 

・航路、泊地の浚渫など、大型船が入港可能な港湾施設の整備 

・コンテナ電源の確保やクレーンの導入など 
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図 2-5. 東地区 
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5 声問地区 

地区の概要 
声問地区は、ＪＲ南稚内駅から直線距離で約 8km の位置にあり、漁業を基幹とする市街地

です。 

障がい者や高齢者のための施設整備が充実しており、ノーマライゼーション＊を推進してい

る地区です。 

地域の南側に位置する大沼周辺は、大沼野鳥観察館、大沼球場、道立宗谷ふれあい公園な

ど、レクリエーションや屋外スポーツの場として活用され、広域的にも知名度の高い地域と

なっています。 

また、自治体が保有する太陽光発電施設としては最大の「稚内メガソーラー＊発電所」は、

稚内市の再生可能エネルギー＊のシンボルとしても位置づけられ、周辺公共施設への電力供

給など、再生可能エネルギーの地産地消＊が図られています。 

今後は、これらの資源や資産を活かしたまちづくりが期待されています。 

 

（1）基本的な考え方 
豊かな自然環境、地域産業、スポーツレクリエーション施設の活用や、再生可能エネルギー

の地産地消を推進し、人と環境にやさしいまちづくりを行います。 

 

（2）具体的な事業など 
① 再生可能エネルギー活用の推進 

・再生可能エネルギーの地産地消の検討 

（実施例：大沼球場ナイター照明、道立宗谷ふれあい公園への、太陽光発電による電力

供給） 

 

② 太陽光発電施設の活用 

・ＦＩＴ（固定価格買取制度）＊終了後の電力の利活用の検討 

・環境教育の場としての有効活用 

 
③ 声問川の河川環境整備 

・河口部（声問漁港）の環境再生 

・上流部から市街地にかけての植栽、河口部の環境再生 

 

④ ノーマライゼーションのまちにふさわしいまちづくり 

・ノーマライゼーションの推進 

 

⑤ 自然と触れ合う歩行者系ネットワークの形成 

・周遊ルートの設定、ゆとりある歩道、散策路などの検討 
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図 2-6. 声問地区 
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6 富士見地区 

地区の概要 
富士見地区は、ＪＲ稚内駅から道路距離にして約 8㎞、利尻富士を望む自然豊かな地域に

位置する市街地です。 

稚内温泉「童夢」は、利尻・礼文を望むことのできる温泉施設で、多くの利用客が訪れて

います。 

特別養護老人ホーム、デイサービスセンターなどの福祉施設が立地しているほか、総合体

育館や富士見球技場などの体育施設、少年自然の家なども立地しており、涼しい夏の気候を

求めてスポーツの合宿地としての知名度が上がってきています。 

今後は、温泉や利尻富士の眺望などの資源を活用した地域づくりや、市営富士見団地跡地

利用、総合体育館周辺の施設の老朽化などが課題となっています。 

 

（1）基本的な考え方 
施設は、利用する多くの市民や観光客をはじめ、道内・道外からのスポーツ合宿、障がい

者や高齢者への福祉などへの事業にも活用し、利尻富士への眺望や海など、自然や地域資源

の豊かさを活かしたまちづくりを行います。 

 

（2）具体的な事業など 
① 富士見地区施設等の整備 

・少年自然の家の整備 

・総合体育館周辺の施設整備の検討 

・合宿エリア等の環境整備の検討 

 

② 自然環境を活かしたまちづくり 

・温泉や利尻富士の眺望などの資源活用 

・海と親しめる沿岸の整備 

 

③ 富士見団地跡地の活用 

・富士見団地跡地の活用方法の検討 
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図 2-7. 富士見地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


